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 富士･東部地域教育の様々な活動、情報等を掲載し、地域教育の「横の連携」と「縦の接続」
を目指す富士･東部教育事務所が発行する情報紙です。 

 

◇［親子カルチャー教室］富士北稜高等学校 

 ７月２８日（土）、富士北稜高等学校（辻 泰校長）で、「親子カルチャー教室」

（南都留地域教育推進連絡協議会との共催）が開催されました。 

 今年度で１０回目を迎え、今回の教室は「親子で韓流クッキング」、「デジタル温度計をつくろう」、

「和紙でランプをつくろう」の３講座で、吉田、河口湖畔地区から２７組の参加がありました。 

各講座とも、親子のふれあい、協力による製作で、「ミニ先生」と呼ばれる高校生や先生方が熱

心な指導にあたっていました。各講座の最後には、参加児童に修了証が渡され、修了証と仕上がっ

た作品を手に、子どもたちは満足した様子で家路につきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇［夏休み親子科学教室］帝京科学大学（冲永莊八学長） 

 ７月２８日（土）、旧桜井小学校を中心に、「夏休み親子科学教室」（北都留地域教育推進連絡協

議会との共催）が開催されました。 

今回は、Ａ「動物を知ろう」、Ｂ「自然観察（朝・昼・夜）」、Ｃ「ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ工作をしよう」、Ｄ「科

学に親しもう」の４つのコースに１８組４７人の親子が参加しました。各コースとも大学が開設し

ている学科等の特色を存分に発揮するものでした。この企画は、大学の各学科の先生方、教務課の

方々、多くの学生スタッフがサポートしています。 

当日は、大学の各担当の先生のアドバイスのもと、学生スタッフが中心となり、朝７時からの自

然観察に始まり、午前１０時～午後３時までの昼の教室、そして午後７時からの夜の自然観察まで

楽しく充実したものでした。 

 それぞれの講座で学生スタッフが、子どもたちにマンツーマンで指導にあたっていました。子ど

もたちは、科学の不思議・自然の奥深さを体験し、新たな発見をしていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇［親子科学教室］富士河口湖高等学校 

 ７月２９日（日）、富士河口湖高等学校（佐々木宏夫校長）で、「親子科学教室」が開催されまし

た。今年度で５回目を迎え、吉田地区、河口湖畔地区から３０組の参加がありました。 
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 いくつもの実験室を順番で回りながら、子どもたちは科学の楽しさを体感していました。液体窒

素で様々なものを凍らせる実験や果物を使わずにフルーツジュースをつくる実験。また、自由体験

の実験ブースでは、高校生に教わりながら、カルメ焼き、スライム・カラーキャンドルづくりなど

を楽しんでいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇［親子ものづくり教室］谷村工業高等学校 

 ８月１８日（土）、谷村工業高等学校（手塚芳一校長）で、第９回「親子ものづくり教室」（南都

留地域教育推進連絡協議会との共催）が開催されました。今回の教室は「親子グラスの製作」、「カ

ゴ作りとフラワーアレンジメント」、「ホバークラフトの製作」、「プランターの製作」、「電子制御ロ

ボカーの製作」の５つのコースに、都留、道志、西桂地区から２３組の参加がありました。 

 学科の特性を生かした各講座では、「ミニ先生」と呼ばれる生徒たちが、懇切丁寧に親子のもの

づくりの指導・手助けにあたっていました。各講座とも、参加児童の熱心さ、感性の斬新さに、指

導役の高校生たちも圧倒される場面もありました。講座の最後には、参加児童に修了証が渡され、

作品を手にした子どもたちの表情は、達成感に満ちあふれたものでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇［第３０回 吉田空襲展］富士吉田市民会館 

７月２７日（金）～２９日（日）の３日間、「伝えていこう吉田空襲の歴史、そして

平和について語ろう」というテーマのもと、富士吉田市民会館で富士吉田市教職員組

合・吉田空襲展実行委員会主催の第 30回吉田空襲展が開催されました。 

終戦から６７年が経過し、戦争を知らない世代が多くなるなかで、平和の尊さを伝える試みと

して続けられています。今年も、当時を語る衣服や写真、ジオラマが展示され、近隣の高校の平

和活動への取り組みや南都留ことぶき勧学院のみなさんとの交流をとおして、子どもたちは、戦

争の恐ろしさ、悲惨さ、平和の中で生きることの大切さを感じ取っていました。 

また、吉田高校、富士河口湖高校、富士北稜高校の生徒たちによる「吉田空襲紙芝居」･「戦争

に関わる大型絵本」の読み聞かせが行われ、「戦争の悲惨さ・愚かさ等」に多くの小中学生が聞

き入り、平和の世界の創造を改めて決意していました。 

 

◇［南都留地域教育フォーラムに参加を！］ 

期 日： 平成２４年１１月２日（金）    13:00～  受付（下二小体育館）    

場 所： 富士吉田市立下吉田第二小学校 

全体会ｱﾄﾗｸｼｮﾝ： 富士学苑中学高等学校ジャズバンド部  

※ 全体会後の７つの分科会では、現在子どもたちが抱えている様々な課題にスポットを当て、

地域連携の中での解決の方向を探っていきます。 



 


